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自己紹介

早稲田大学第一文学部哲学科心理学専修卒

準大手ＳＩ企業にてソフトウェア受託開発と
ソフトウェア工学の研究に従事

2014年に合同会社緑ＩＴ事務所設立

「オープンソース＆オープンデータによる、
健全で豊かなＩＴ文化の創出」

地理情報システム、データ分析・可視化、地域情報化

最近はAI（機械学習）にも取組む
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オープンデータとは

国、地方公共団体及び事業者が公開するデータ

営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能なルールが
適用されたもの

機械判読に適したもの

無償で利用できるもの

オープンデータの意義・目的

国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決、経済活性化

行政の高度化・効率化

透明性・信頼の向上

3 オープンデータ基本指針（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部・官民データ活用推進戦略会議決定）

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/data_shishin.pdf


オープンデータのライセンス

クリエイティブ・コモンズ（CC）ライセンスが主流

CC0

パブリックドメイン（全ての権利を放棄）

CC BY

出典を記載すれば再配布可能

改変可能、商用利用可能

その他（CC BY-xx）

ND（改変禁止）

NC（商用利用禁止）

SA（派生物を同一ライセンスで配布）
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オープンデータの定義から外れる



オープンデータの分析例

東京・神奈川の図書館分布と人口
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データ出典
•国土数値情報
公共施設データ

•平成27年国勢調査
500mメッシュ人口

https://midoriit.carto.com/builder/1113f3f8-2a18-11e7-96ba-0e3ebc282e83/embed


市民参加により創られるオープンデータ

ウィキペディア、OpenStreetMapなど

誰でも編集できるフリーな百科事典／地図
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テキストはCC BY-SA
写真等はCC0、CC BY、CC BY-SA等

地図データはODbLライセンス
地図画像はCC BY-SA



オフラインでの活動

ウィキペディアタウン

ウィキペディア記事執筆

マッピングパーティー

OpenStreetMap地図編集
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https://wikipedia-kaido.github.io/

https://wikipedia-kaido.github.io/


シチズンサイエンス

iNaturalist

生物の観察記録を
公開・共有

種の同定にはプロの
科学者も協力

データのライセンスは
参加者が選択

オープンデータとは
限らない

8 https://www.inaturalist.org/observations?place_id=any&subview=grid&user_id=tk01k

https://www.inaturalist.org/observations?place_id=any&subview=grid&user_id=tk01k


シチズンサイエンス

みんなで翻刻

くずし字で書かれた
古文書を活字化

AIくずし字認識が
サポート

翻刻文データの
ライセンスは
CC BY-SA
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https://honkoku.org/

https://honkoku.org/


月待ビンゴ プロジェクト

Twitterを用いて「月待塔」の情報を収集・公開

月待塔とは

特定の月齢の夜に信仰行事をおこなう講中が造立した塔

庚申塔、道祖神などと比べるとマイナー
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https://moon.midoriit.com/


月待ビンゴの仕組み
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特定のハッシュタグが
付いたツイートを収集

Twitter API ゲーミフィ
ケーション

ビンゴカードハッシュタグと
緯度経度を付けて
ツイート

公開

https://github.com/midoriit/tsukimachito

データ
ベース

https://moon.midoriit.com/index.php?user=tsukimachito
https://github.com/midoriit/tsukimachito


月待塔オープンデータ

データ項目

ツイートした日付、ツイートしたTwitterアカウント名、
ツイートのURL、添付画像のURL

Twitter APIで取得

緯度経度

以前はTwitter APIで取得、現在はツイート本文から抽出

緯度経度から住所を逆ジオコーディング

月待塔の種類、造立年、所在地（POI）

ツイート本文から抽出

CC0ライセンス（但しURLのリンク先には著作権あり）
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QGISを用いた月待塔オープンデータの分析

実際にQGISを使用してハンズオンを実施します

詳細な手順は別紙資料参照

GitHubからCSVファイルをダウンロード

CSVファイルをQGISに読み込む

背景地図の表示

ヒートマップの作成

データの色分けによる可視化と分析

クロス集計表の作成

気づきを共有しましょう
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課題１：ヒートマップ
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課題２：ツイートしたアカウント毎の色分け
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課題３：月待塔の種類による色分け
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課題４：月待塔の造立年による色分け
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課題５：クロス集計表
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月待塔オープンデータの活用
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https://midoriit.com/video/DJI_0023_hd_06400.mp4


AI（機械学習）の教師データとしての利用

物体検出の機械学習には大量の教師データが必要

マイナーな石造物の画像を大量に集めるのは困難

月待塔オープンデータには画像URLが含まれているので、
簡単なプログラムにより画像ファイルの一括入手が可能

ツイートの添付画像は著作権保護の対象だが...

著作権法 第四十七条の五

電子計算機を用いた情報処理により新たな知見又は情報を創出することによつ
て著作物の利用の促進に資する次の各号に掲げる行為を行う者は、公衆への提
供又は提示が行われた著作物について、当該各号に掲げる行為の目的上必要と
認められる限度において、当該行為に付随して、いずれの方法によるかを問わ
ず、利用を行うことができる。

二 電子計算機による情報解析を行い、及びその結果を提供すること
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ご清聴ありがとうございました
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midoriit.com

https://midoriit.com/

